




















調 査 報 告
 























































で発生（UTC 00：58）したMw9.1の超巨大地震である。震源域は約 1,000～1,600 kmの長大な長さを










地震が増加し、2006年 5月と 2010年 10月にはムラピ山が噴火に至っている。
　またインドネシア周辺は、インド洋を北上する熱帯低気圧やサイクロンの来襲による風雨災害も毎年
 





































































った高台の標高数 10 mから 100 m程度の場所に新たに住宅地が建設され、津波で被災した住民が移転

































写真 7　RC造の津波避難タワー 写真 8　沿岸に建造された防潮堤
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